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国立文楽劇場 国立劇場おきなわ

〒901-2122　沖縄県浦添市勢理客4-14-1
●アクセス	 〈国立劇場おきなわ（結の街）〉バス停より徒歩約1分
●お問合せ	 国立劇場おきなわ企画制作課調査資料係
	 TEL.098-871-3318（平日：午前10時～午後6時)

〒542-0073　大阪府大阪市中央区日本橋1-12-10
●アクセス	 Osaka Metro・近鉄〈日本橋駅〉7号出口より徒歩約1分
●お問合せ	 国立文楽劇場事業推進課調査資料係
	 TEL.06-6212-2531（代）（平日：午前10時～午後6時)

時 代 を 描 い た 浮 世 絵 師

三代歌川国貞
国立劇場所蔵資料展　National Theatre Collection : Utagawa Kunisada III, the Ukiyo-e Master who Painted an Era

　三代歌川国貞（1848 ～ 1920）は、幕末から明治時代にかけて活躍した浮世絵師です。
はじめ初代歌川国貞（三代歌川豊国）に入門、その死後には二代歌川国貞（四代歌川豊国）
の門に移り、四代歌川国政、のちに三代歌川国貞、さらに豊斎を名乗って役者絵を中心に
多くの作を残しました。
　明治時代は、西欧の文物が広く流入し、江戸時代から続くさまざまな文化や芸能にとっ
ても激動の時代でした。浮世絵では、歴史画で人気を博した月岡芳年、美人画を得意とし
た楊洲周延、風景画では小林清親らが活躍し、時代を写した作品が多く生み出されていま
す。そして歌舞伎を題材にした役者絵の分野で、当時第一人者とされた豊原国周に次ぐ人
気を得て、長きにわたって活躍したのが、国周より 13 歳年下の三代国貞です。
　当時、歌舞伎では新劇場の開設や、歌舞伎の高尚化と地位の向上、新派の人気など、さ
まざまな潮流の中で、いわゆる団菊左をはじめとする人気役者たちの活躍がありました。
三代国貞はその様子を国周とともに浮世絵に写し続け、残された作品は当時の歌舞伎を知
るための貴重な視覚資料となっています。
　三代国貞は、明治の浮世絵史や歌舞伎史を語る上で見過ごせない存在であるにも関わら
ず、これまで作品がまとまって紹介される機会はほとんどありませんでした。本展では、
国立劇場が所蔵する作品約 250 点のうちから 47 点を選りすぐり、知られざる絵師、三
代国貞の生涯と画業をご紹介します。

� 展示監修：渡邉 晃（太田記念美術館上席学芸員）

※展示点数は会場によって異なります。

主な展示作品　★はチラシ表面に掲載

第一章	 人気絵師となるまで� 	
� ―初期から明治十年代の作品

① 見立役服出世競　
② 鹿児島再乱　西郷隆盛最期弌戦　
★ 新富座第二番目狂言　漂流奇譚西洋劇　

第二章	 激動する歌舞伎界と三枚続の制作� 	
� ―明治二十年代の作品

★ �九代目市川団十郎の近藤辰雄　�  
初代市川左団次の三倉富蔵　

③ 明治座開場之図　
④ 川上演劇　日清戦争　

第三章	 浮世絵の凋落と晩年� 	
� ―明治三十年代以降の作品

⑤ 九代目市川団十郎の死絵　
⑥ 歌舞伎座二番目　新版歌祭文　野崎村　
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